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（１）ローリング角度の設定
　２軸カプラには、走行を予定している道路の路面状態に応じて、カプラのローリング角度を
　調整する機構が付いています。（固定式は除く）

（２）ローリング角度の調整
　ローリング角の調整は、ベース裏側の左右二本の
　アジャスティングウェッジの切り込み位置を
　移動して行います。
　アジャスティングウェッジを締め付けている
　キャッスルナットの割りピンを外し、キャッスルナットを
　４箇所とも緩めて下さい。

キャッスルナット（４箇所）を規定トルクにて締め付け、各キャッスルナットに割りピンを取付けて下さい。
締め付けトルク：5.4～6.2 N・ｍ （0.55～0.63 kgf・ｍ）　　※割りピンは新品を使用のこと

●ローリング角度　０°設定
　アジャスティングウェッジを前方に止まるまで
　移動すると、ローリング角は０°となります。
　アジャスティングウェッジの切り込み位置が
　ブラケット側のストッパに合うことを確認して下さい。

●ローリング角度　３°設定
　アジャスティングウェッジを中央の位置まで
　移動すると、ローリング角は３°となります。
　アジャスティングウェッジの切り込み位置が
　ブラケット側のストッパに合うことを確認して下さい。

●ローリング角度　６°設定
　アジャスティングウェッジを後方に止まるまで
　移動すると、ローリング角は６°となります。
　アジャスティングウェッジの切り込み位置が
　ブラケット側のストッパに合うことを確認して下さい。
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・高速走行や高重心の荷を積載する時は、トレーラのローリング防止の為
　ローリング角は０°に調整してください。

・悪路低速走行時は、ローリング角を多くすると、狭いコーナーでのハンドリングが楽になります。


